
地

球

節
二
十
令

節
四
航

天

山ハ

四

六

ES.
V

日
光
火
山
曲
調
速
報
墳
(酔
藤
氏
)

餅
兇
漁
防
調
教
骨
朝
食
節
二
十
七
班

㈹

日
本
噴
火
忠
上
嗣

袋
兇
泡
防
駒
査
骨
報
食
餌
八
十
六
鋭

㈲

日
光
地
方
の
椛
物
紫
拙
と
そ
の
保
存
(
草
野
俊
助
氏
)

見
取
名
跡
天
赦
記
念
物
妨
五
各

科

上
高
地
終
谷
及
附
妃
山
原
縫
物
訓
速
報
骨
(中
野
給
昏
氏
)

昭
利
三
年

e

尾
瀬
田
及
附
近
枝
物
生
儲
鍵
的
刑
盤
へ
同
氏
)

昭
和
八
年

熱

河

華

観

(
其
の
二
)

七
､

農
民
の
移
住

問
民
十
九
年
の
内
政
部
調
査
ほ
か
J

る
熱
河
省
の
総

人
口
は
六
百
五
十
九
寓
四
千
で
あ
る
､

然
る
に
'
氏
図

二
十
年
の
兼
北
年
鑑
に
は
二
官
四
十
六
常
六
千
と
し
て

磯
表
し
'
昭
和
八
年
版
の
補
洲
年
鑑
に
も
､
乙
の
数
字

を
採
用
し
て
居
る
｡
僅
か
7
年
の
間
ほ
か
-
も
減
少
の

甚
だ
し
い
乙
と
は
考

へ
得
ら
れ
夜
S,
fJ
と
で
あ
っ
て
､

rJ
れ
は
統
計
の
不
十
分
在
る
結
果
に
原
因
す
る
も
の
と

上

給

養

次

郎

夜
す
べ
き
で
あ
ら
う
.
今
､
暇
少
は
､
兼
北
年
鑑
は
よ

れ
ば
人
口
密
度
は
'
登
面
積
を

7寓
百
六
十
八
万
里
と

し
て
､

1
万
盈
平
均
二
官
四
十
二
人
牛
と
い
ふ
制
令
に

な
る
が
.
豚
別
に
よ
る
分
布
は
極
め
で
不
均

一
で
あ
っ

て
､
朝
陽
､
凌
源
'
承
徳
の
附
近
､
即
ち
大
凌
河
の
流

域
と
諌
河
の
流
域
と
の
諸
膳
は
最
も
多
-
1
他
は
建
卒

亦
峰
所
収
下
よ
カ
.
順
次
は
北
方
は
稀
薄
の
皮
を
加

へ

〈
居
る
(第
五
圏
)0

住
民
は
農
民
が
大
部
分
を
責
め
て
､
他
は
甚
だ
少
夜
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七

い
0

人
口
官
七
十
常

人
は
つ
き
で
の
調
査

は
よ
れ
ば
､
幾
民
百

二
十
七
寓
'
商
工
業

者
二
十
四
寓
と

い
ふ

こ
と
で
あ
る
｡
盈
民

は
勤
勉
で
あ
っ
て
朝

早
-
か
ら
晩
遅
く
攻

で
働
-
p
否
夜
で
も

働
-
と
聞

い
た
｡
然

る
は
苗
に
注
意
す
べ

き
は
数
年
凍
､
農
民

の
他
地
方

へ
の
移
住

が
盛
ん
に
な
っ
て
衆

力
こ
と
で
あ
る
｡
住

み
馴
れ
た
家
の
戸
口

は

｢
家
7g
畑
79
希
望

者
に
量
供
す
｣
と

5,

つ
ね

張
紙

を
出
し

四
七



地

球

節
二
十
を

て
'
他

へ
移
化
し
て
居
る
･:{lq
,雀
が
盛
々
に
あ
か
'
亦

峰
附
並
に
は

7
部
落
摩
っ
て
逃
亡
し
で
居
る
越
も
あ
っ

て
'
土
鋸
は
倒
れ
指
椴
は
落
ち
t
r,な
d
uだ
に
荒
麿
を

威
ず
る
執
…河
に
'

一
骨
そ
の
戚
を
経
か
ら
し
め
る
｡
亦

峰
志
兵
隊
の
調
査
ーこ
よ
れ
ば
､
移
住
家
砧
は
亦
峰
僻
内

で
八
千
月
'
凌
源
僻
の
調
奄
ーこ
よ
れ
ば
､
牒
外

へ
の
移

作
二
千
11
に
及
ぶ
と

い
ふ
｡
又
'
祉
中
将
で
は
二
十

1

寓
の
人
目
は
最
近
の
調
充
で
は
十
五
常
ーこ
減
少
し
ね
と

聞
い
た
｡
rJ
の
現
象
か
ら
見
れ
ば
'
熱
河
の
人
目
減
少

の
統
計
も

一
両
の
不
安
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
｡

.

出
比
移
住
の
'iS
関
は
過
去
救
年
凍
'
咋
活
を
帝
か
さ

る
べ
き
幾
多
の
弔
情
の
百
出
し
た
rJ
と
'
鼻
力
に
封
す

る
牧
椎
が
作
は
な

い
乙
と
'
新
柵
代
地
が
開
放
ruれ
る

に
11薫
っ
た
rJ
と
な
ビ
ーこ
よ
る
の
で
あ
る
｡
何
れ
に
し
て

も
故
郷
を
捨
て
･J
灘
･:>:た
わ
ば
錐
活
が
山
裾
な

い
出
比

は
隣
ひ
べ
き
で
あ
る
(
折
六
岡
)
｡
新
椴
拭
地
は
接
加
'

林
火
､
天

山
'
閉
魯
'
租
北
(
節
五
糊
参
照
)
の
地
方
で

あ
る
が
t
と
の
地
方
と
て
も
そ
れ
郡
安
重
な
る
移
任
地

で
は
な

い
｡
接
東
は
小
維
倫
と
も
い
S
､勲
河
邪
の
加
'

辞

円

盤

二
八
八

四
八

達
専
邪
に
接
近
L
t
砦

i;
へ
の
商
人
の
敬
着
地
と
し
て

七
度
､
車
掌
の
取
引
も
嬢
人
で
あ
っ
た
｡
近
額
は
農
菜

地
と
し
て
発
展
し
凍
っ
て
'
蝶
内
の
人
口
は

盲

八
千

に
達
し

てゐ
る
｡
林
滋
は
牧
畜
地
帯
に
あ
ら
'
伐
開
十

第 六 間

然 河 邪 の 出 ie
(ZAl.･略解稔樹林1にて)



四
年
頃
か
ら
､
農
紫
地
と
し
て
土
地
h
Il糊
放
し
初
め
､

蝕
に
二
十
五
曲
町
許
-
糊
放
し
て
居
る
｡
天
川
は
比
例

十
式
年
明
か
ら
糊
故
と

初
め
､
*
北
は
比
閥
十
三
年
頃

か
ら
問
%
川を
初
め
'
何
れ
も
=:.3
業
地
と
化
し
っ
ヽ
あ
る
｡

農
民
は
租
北
九
千
八
tri;
人
､
天
川
g
I千
二
竹
入
と

い
ふ

が
別
懇
は
不
十
分
で
あ
る
｡

JI
Li
歩
常
-
の
琵
婁
農
作
物
の
収
稚

滋
を
此
接
し
て
見

る
(折
二
次
)0

第

1
嘉

+

1･*
出
産
壮
稚
苗
比
較
(
翫

欄

p
)

八
､
水

也
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沸
慨
ruれ
た
る
畑
地
を
水
仙

(S
h
u
i
ti)
と

5'
ふ
｡

熱
河
餌
は
土
地
仰
滞
'
加
ふ
る
に
降
水
先
に
此
し
て
'

蕪
櫓
が
感
ん
で
あ
る
た
め
に
'
輯
位
而
桁
に
封
す
る
農

作
物
の
牧
稚
先

は
非
だ
少
な

い
｡
し
か
る
ーこ
水
地
に
於

で
は
他
の
耕
地
ーこ
比
し
三

1化
乃
.4L:E
I倍
化
の
収
樵
を

あ
げ
て
居
る
｡
鵜
片
は
水
地
で
な
け
れ
ば
仝
-
牧
椎
が

な

い
｡
赤
峰
梶
歩
々
屯
及
び
'
初
城
邸
に
は
常
水
な
る

水
仙
が
あ
少
､
殊
に
少
々
屯
の
水
仙
は
祈
内
で
も
知
ら

れ
て
居
る
.
iGS
七
川
は
亦
峰
の
火
的
町
十
支
盟
に
あ
る

歩
々
屯
の
水
地
の
状
況
を
ホ
す
.

今
'
二
三
の
地
つ
き
で
'
水
仙
と
他
の
耕
地
と
の
'

熱

河

水

叔

(
非
の
二
)

祈

七

問

水

地

(
赦

柿

餅

少
々
屯
の
放
け
州
)



地

球

第
二
十
怨

水
地
計
･各
地
に
蛮
め
る
rJ
と
は
農
業
閃
磯
の
た
め
最

も
大
切
在
る
事
業
の

1
つ
で
あ
る
が
､
日
下
の
状
況
で

は
水
を
得
る
瓢
は
困
難
が
あ
る
｡
依
っ
て
賂
凍
は
地
下

水
の
利
用
を
考
･～r.ば
在
ら
な

い
0
串
に
し
て
､
熱
河
省

は
土
地
に
起
伏
が
多
-
､
各
地
に
井
水
が
砦
か
で
あ
る

か
ら
､
地
下
水
に
つ
い
て
は

i
継
の
望
み
は
あ
る

.

九
､

鵠

片

税

特
用
作
物
と
し
一TJ
鵠
片
の
原
料
た
る
鼻
薬
の
栽
培
は

熱
河
に
於
で
最
も
重
要
で
あ
る
｡
軍
閥
時
代
に
は
之
が

栽
培
を
禁
じ
'
否
､反
面
に
は
奨
勘
す
る
と
も
見
ら
れ
る

∫--I

が
'
禁
を
犯
す
者
に
は
禁
煙
罰
金
と
し
て

一
畝

(
我
が

タ
ーヤ
ン

六
二

六
畝
)
に
付
'
大

洋

八
回
と
附
加
枕
二
回
乃
寅
三

回
合
計
十
固
乃
至
十

一
閣
'
収
穫
の
二
割
に
普
る
を
徴

収
し
て
居
た
｡
か
1
る
婁
枕
を
離
せ
ら
れ
る
に
も
J拘
ら

ず
盤
民
は
栽
培
し
､

仝
省
で
栽
培
地
抹
六
十
五
箇
畝
に

故
人
だ
と

い
ふ
.
従
っ
て
禁
煙
局
の
収
入
は
英
大
で
あ

っ
た
が
'
選
民
に
於
で
も
鵜
片
畑

一
畝
を
新
作
す
克1
ば

収
益
五
十
四
固
､
枕
金
十
園
を
支
緋
S
､
夢
カ
は
他
人

筋
四
雛

完

〇

五

〇

を
凝
ふ
も
純
益
十
八
閲
を
蕉
ず
る
(建
卒
豚
鯛
)
か
ら
､

自
作
で

一
家
五
歌
枕
作
ら
ば
生
計
が
立
つ
の
で
あ
る
か

ら
､
他
の
=:旗
作
物
よ
-
79
好
ん
で
鶴
片
を
栽
培
す
る
の

で
あ
る
｡
然
る
に
満
洲
囲
成
立
と
共
に
禁
煙
罰
金
即
ち

魂
ル
枕
は
之
を
大
畑
枕
と
し
五
割
は
減
祝
し
､
両
も

l

切
の
附
加
枕
は
徴
収
せ
ざ
る
乙
と
～
定
め
光
る
を
以
て

農
民
の
喜
び
は

一
方
で
は
夜
か
つ
穴
｡
｢
人
民
要
多
種
大

鵬
'
毎
畝
牧
梢
五
元
以
外
専
宅
花
費
｣
と

い
ふ
虎
を
宣

櫛
ビ
ラ
が
軒
々
に
見
ら
れ
る
0
本
年
鑑
は
各
版
共
に
産

額
は
多

い
見
込
で
あ
る
｡

一〇
ー
祭
粟
の
栽
培

裡
栗
の
培
培
法
は
頗
る
朱
薪
的
で
あ
っ

て'
一
行
の

拓
務
省
藤
田
技
師
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
恰

も内
地
ほ
て

端
末
を
作
る
に
似
る
.
栽
培
地
の
周
囲
は
土
壁
を
携
ら

し
'
其
の
中
に
巾
四
尺
'
長
十
五
尺
位
宛
の
霞
塞
む
つ

-
つ
て
播
種
し
､
耕
作
地
の
周
囲
に
は
溝
を
作
-
､
所

謂
水
仙
と
覆
し
て
醜
耽
す
る
｡
従
っ
て
就
眠
の
便
あ
る

地
な
ら
ざ
れ
ば
栽
培
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
0



糖

種
は
四
月
中
旬
､
杓
三
ケ
月
雀
七
月
中
旬
Iこ
収
穫

す
る
の
で
あ
る
が
､
其
の
開
花
の
頃
は
熟
河
省
の
一
美

鴨
と
鼻
す
る
の
で
あ
ゑ

第
八
晴
)｡
落
花
後
匁
物
A
J以

{
果
鷺
に
傷
け
(
第
九
川
)'
傷
口
よ
か
分
泌
す
る
白
色

乳
汁
A
J
披
き
集
め
る
｡
之
を
凝
塊
す
れ
ば
六
〇
%
に
浪

揺
す
る
O
之
を
姓
土
と
呼
ぶ
｡

t
畝
の
地
よ
さ
凡
三
十

四
両
二

両
は
内
地
九

･
六
み
)
の
塵
土
を
得
｡
塵
士
官

第

八

晴

畢
兼
畑

(改
葬
鴨
凍
簿
妊
#
)

辞

九

t

鵡
片
凍
集
の
た
め
血串

け
ち

れ
た
る
養
粟
の
井
貫

(義
鴨
義
雛
に
義
る
)

@

@

集

村

義

轟

へ
井

の
ニ
)

雨
を
厚
n
Tニ
寸
､
長
さ
八
寸
'
巾
玉
寸
の
長
方
形
に
囲

め
'
妖
-こ
包
み
､
白
色
末
娘
にこ
巷
き
て
尊
貴

慮
Iこ納
入

す
る
0
鵜
片
の
品
種
は
花
_こ
よ
さ
自
'
赤
'

紫
の三櫨
あ
る

も
収
穫
晶
質
に
は
差
な
-
'
同

一
耕
地

に連
作
す
る
も

収
穫
に
差
を
生
じ
な

い
と
聞
-
0

鶴
片
喫
軟
は
織
民
衛
生
の
井
上
か
せ
ば
典
勧
す
べ
き

で
は
な

い
｡
鵜
片

に
中
毒
し
た
青
白

い
陰
鯵
を
蘭
の
♯

ち
主
と
見
'
家
財
A
J韻
毒
し
'
審
子
を
離
散
せ
し
め
た

る
話
と
耳
に
す
る
歩
合
に
於
て
'
更
に
'
共
の
戚
A
J榛

か
ゝ
ら
し
め
る
｡
放
る
に
為
去
何
寄

木
.'
脊
慣
す
け

ら
れ
'
且
つ
農
民
の
収
入
の
主
賓
称
を
な
す
に
表
れ
る

今
日
'
之
A
･如
何
-こ
取
扱
A
か
は
義
政
者
托
増
慮
A
長

束
l

五
一

1/･

～.



地

は
す
瓢
で
あ
る
｡

筋
二
十
容

一
二

租
税
の
数
々

軍
閥
時
代
に
於
で
徴
収
さ
れ
た
る
鵜
片
枕
'
(牧
穫
の

約
二
割
と

5'ふ
租
税
)
は
軽
少
で
は
覆

い
.
し
か
し
､

ムー
ヂ
アン

粗
枕
の
露
婆
を
る
部
を
占
ひ
む
は
畝

梢

で

あ
る
｡
膳
に

ょ
っ
て
多
少
差
異
あ
る
も
'
正
枕
は

一
畝
に
付
二
角
四

分
(
二
凧
四
十
鐘
)J管
束
､省
桶
郷
費
等
の
名
義
の
附
加

枕

一
分
五
席
(
十
五
鏡
)
を
徴
収
ru
れ
穴
｡
乙
の
税
率
は

大
勝
遼
寧
省
と
同
様
で
あ
る
が
､
耕
作
地
の
収
穫
が
其

の
二
分
の

一
乃
至
四
分
の

一
に
過
ぎ
夜

い
た
め
に
､
遊

民
の
負
鯖
は
遼
聾
者
の
選
民
に
此
し
三

一倍
乃
至
四
倍

は
増
す
薯
で
あ
る
C)

其
他
'
豪
音
王
に
収
め
る
粗
子
と
栴
す
る
枕
'

一
頃

(
宵
畝
'
即
ち

一
町
歩
)
に
付

一
石
九
斗
'
乙
れ
は
粗
机

又
は
鹿
租
ほ
て
も
又
賦
役
ほ
て
も
差
文
は
覆

い
｡
但
し

租
子
は
滞
納
者
が
多
-
'
蒙
古
王
は
相
常
の
苦
境
に
あ

っ
た
｡
其
の
他
､
農
食
費
､
爆
縮

.費
､
督
鼻
糞
'
損
耗

壁
等
の
名
義
の
下
に
徴
耽
さ
れ
る
0

妨
珂
班

克
二

五
二

数
年
以
水
頻
繁
と
な
っ
た
支
那
軍
隊
の
移
動
､
駐
屯

等
の
場
合
は
兵
舎
修
繕
'
馬
糧
微
夜
'
慰
安
費
徴
集
と

い
っ
た
枕
を
収
め
さ
せ
ら
れ
､
軍
隊
は
掠
奪
同
様
の
徴

登
を
す
る
｡
農
民
が
故
郷
を
捨
て
､

移
住
h
l志
す
の

79
想
像
に
勤
-
覆

い
も
の
が
あ
ら
う

｡

こ
れ
等
の
事
情

を
知
っ
た
日
繭
軍
は
規
食
は
時
債
で
購
入
し
､
宿
営
す

る
際
に
は
兵
(
一
人
五
分
)'
馬
(
一
頭
二
分
)
典
に
そ
の

地
方
で
十
分
在
る
宿
料
を
支
抑
ふ
の
で
､
各
地
に
放
て

歓
迎
を
受
け
る
と

い
ふ
状
態
で
あ
る
｡

一
二
､
熟

河
･

票

熱
河
省
内
の
金
融
機
輔
と
し
て
'
民
間
七
年
に
資
本

金
二
百
寓
元
の
熱
河
興
業
銀
行
が
設
立
n
れ
た
｡
潜
行

せ
る
銀
行
葬
､
即
ち
紙
幣
は

一
角
､
二
角
､
五
角
､

.i

元
'
事

uh
P
十
元
(第
十
閲
)
の
⊥八
種
類
あ
っ
て
'
之
を

｢
熱
河
禁
｣
と
言
っ
た
｡
触
る
ほ
濫
費
の
経
典
､
紙
幣

債
借
を
減
少
し
て
､
金
融
界
大
恐
懐
を
凍
L
t
省
政
府

は
各
省
民
の
怨
燈
の
的
と
在
っ
た
の
み
な
ら
ず
､
多
-

の
省
民
を
し
て
冷
淡
の
苦
境
に
旧
れ
し
め
る

1
大
尉
囚
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熱

河

併

収

(
兆

の
1.I)

と
な
し
た
の
で
あ
る
0

甥
者
と
行
を
北
に
し
た
火
野
羅

油
蝉十
が
訓
滞
し
た

越
は
よ
る
と
､
Li'闘
十
川
舛
の
ぶ

'銀行
常
帖
は
銀

(

大
作
)

一
元
に
封
L
t
紙
幣

一
元
で
あ
っ
た
が
'
弗
の

十

-J
月
に
は
.ニ
元
t
A:7,4.舛
二
〃
に
は
華

北
と
tJ･わ
､
十

七
年
に
は
銀

.I
元
に
紙
幣
二
:目
元
と
朴
普
す
る
に
.47.つ

た
｡
即
ち
'
紙
幣
は
二
打
分

一
に
偵
佃
を
減
じ
た
｡
小池

に
於
で
十
八
年
に
は
新
紙
幣
を
戟
行
L
t
十
九
年
又
敏

行
し
た
る
も
､
佃
下
落
す
る
を
以
て
'
祈
政
府
も
危
険

か

戚
じ
､
十
九
咋
八
月
に
は
戯
け
枕
は
別
大
作
(
銀
eE')

に

よ
る
べ
L
と
制
定
し
LJ
｡
滋
に
放
て
'
蓬
に
紙
幣
偵

値
の
下
落
は
止
む
塵
t･･L-
1LTH
=
川
柁
と
な
っ
て
淡
泊
せ

ざ
る
に
14i.つ
た
｡
溝
洲
閥
で
は
松
川
非

4-
枚
ap.+二
十
銀

の
判
合
に
三

日
収
し
て
各
部
焼
壌
し
､
省
比
の
不
攻
か｣

多
少
按
和
し
た
の
で
あ
る
U

常
時
流
通
せ
し
紙
幣
即
ち
熱
河
票
の
敢
行
甑
は
不
明

で
あ
る
が
'
賛

日
向
業
6=
凝
析
の
朋
億
に
ょ
汁
は
八
'C

･E<:
一光
内
外
?
と
解
し
'
-
.
戊
に
は
三
千
常
元
と
も
修

へ

て
ゐ
る
0
何
れ
に
し
て
79
資
本
二
:日
成
元
の
銀
行
が
そ

】‥空

先
王



地

球

第
二
十
恐

れ
は
数
倍
す
る
紙
幣
を
聴
行
す
る
乙
J
J
は
無
謀
で
あ
る

一
三
p

天
主
教
の
潜
勢
力

熱
河
が
か
-
の
如
-
疲
弊
せ
る
と
き
ほ
覚
っ
て
､
隠

然
p
両
も
肇
固
在
る
潜
勢
力
を
有
す
る
は
天
主
数
で
あ

る
.
天
主
教
本
部
は
朝
陽
の
摘
舷
梯
明
子
は
あ
っ
て
朝

陽
､
卒
泉
､
亦
峰
の
三
大
管
匿
う
藍
に
小
筒
に
分
ち
ィJ

布
致
し
.
人
々
の
精
細
界
を
支
配
し
て
屠
る
｡

勿
論
､
表
面
に
於
で
は
補
数
で
あ
る
が
.
撃
枚
む
揮

督
し
､
孤
見
院
を
設
け
､
農
民
を
救
助
し
､
金
h
I袋
典

し
､
撃
率
を
給
L
p
且
つ
p
人
々
の
節
を
開
き
で
官
縛

鳴
E
r挽

克

Z
E

五
四

と
の
交
渉
の
鼻
を
と
る
等
の
優
を
計
-1
､
叉
p
林
閣
附

近
ほ
は

一
大
農
場
を
粧
蘭
し
て
農
民
は
産
を
輿

へ
で
居

る
○従
つ
で
､
地
方
民
は
信
望
を
博
し
.
且
っ
､
最
初
多

顎
の
布
教
蛍
を
投
じ
､
土
地
数
倍
保
と
し
て
信
者
は
貸

奥
す
る
等
の
方
法
を
講
じ
た
る
た
め
､
今
は
本
圃
よ
力

布
数
費
を
仰
が
ず
と
も
土
地
の
収
益
ほ
で
各
般
の
事
業

を
躍
僚
し
得
る
に
空
身
､
潜
行
的
に
勢

力を
揮
っ
て
居

る
乙
と
は
見
逃
し
待
な

い
鷹
で
あ
る
..

正
誤
､
本

藩
節
二
〇
各

節
三
流
一
八
五
賢
の
解
的
圃
冷
日
は
組
員

轡
の

北
と
す
べ
尊
を
機
械
の
湘
あ
る
に
つ
き
訂
托
す
｡

0
撞
地
測
畳
部
出
版
地
国
日
銀

昭
利
八
加
二

月
二
十
五
日

滞
洲
五
甫
分
三
日林
'
奉
天
局
地
園

新
肘

新

京
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